
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

日本体操学会	 第 18 回大会	 実施計画	

1．  第 18 回大会テーマ：	

人生 100 年時代の健康づくりを求めて	 ～体操の多様性を基盤に考える～	

2．  会	 期：平成 30 年 9 月 14 日(金)～15 日（土）	

3．  大会会場：女子栄養大学・坂戸キャンパス（http://www.eiyo.ac.jp/）	

〒350−0288	 埼玉県坂戸市千代田 3-9-21	 	

（東武東上線「池袋」より急行で 45 分、「若葉」駅下車徒歩 3 分。）	

4．  主	 催：日本体操学会	

5．  主	 管：日本体操学会第 18 回大会組織委員会	

大会会長：鞠子佳香	 組織委員長：金子嘉徳，事務局長：大竹佑佳	

6．  後	 援：女子栄養大学，日本学術会議，（公財）日本体操協会	 	

											坂戸市、鶴ヶ島市、他	 （申請予定）	

7．  主なプログラム	

＜第 1 日目＞	 会場：アリーナ,文化表現ホール	

1） 10:00 受付開始	

2） 11:00 開会式	 （アリーナ）	

3） 11:15 オープニング・イベント	 （アリーナ）	

	 	 	 ～みんなで体操～	 各大学体操,ラジオ体操等	 	

4） 13:00 ポスター発表インパクトプレゼンテーション	 （アリーナ）	

5） 13:30 アクティブポスター発表Ａ（奇数演題）	 （アリーナ）	

6） 14:15 アクティブポスター発表Ｂ（偶数演題）	 （アリーナ）	

7） 15:20 口頭発表（1 題 10 分）（文化表現ホール）	

8） 16:00 平成 29 年度公募研究プロジェクト発表（1 題 15 分）	 （文化表現ホール）	

9） 16:30 総会（閉会予定 17:00）	 （文化表現ホール）	

＜第 2 日目＞	 会場：	アリーナ,小体育室,文化表現ホール,6501 教室	

1） 9:00 受付開始	

2） 10:00 分科会活動・全体会	 （アリーナ）	

3） 10:20 分科会活動：キッズ部会，学校体育部会，中・高齢者部会	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （小体育室,アリーナ,文化表現ホール）	

4） 11:05 各分科会からの報告	 （アリーナ）	

5） 11:35 ワークショップ（実技）	 （アリーナ）	

人生 100 年時代の健康づくりを求めて	

	 	 	 「多世代（孫）と一緒にできる体操」	

	

	



	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

6） 13:20 基調講演（一般公開・無料）	 （6501 教室）	

人生 100 年時代の健康づくりを求めて	

	 	 仮題「新栄養学による健康寿命の実現」	 香川靖雄（女子栄養大学副学長）	

7） 14:20 シンポジウム	 （6501 教室）	

人生 100 年時代の健康づくりを求めて	

	 	 	 「健康づくり専門誌が体操に期待したいこと」	

	 	 	 小森典広	 （ベースボール・マガジン社「けんいち」編集部）	

	 	 	 嶋津由美子（㈱世界文化社	 レクリエ編集部	 編集長）	

	 	 	 浜岡さおり（女子栄養大学出版部「栄養と料理」編集長）	 	

8） 15:20 閉会式（閉会予定 15:30）	 （6501 教室）	

9） 懇親会（情報交流会）	 （文化表現ホール）	

8．発表方法	

1） 口頭発表	

2） インパクトプレゼンテーション（ポスター発表者全員：各 1 分）	

3） アクティブポスター発表（研究発表）	

4） アクティブポスター発表（実践報告）：学会コード：体操方法，体操指導	

9．大会参加費：第 1 期：会員 3,500 円，学生会員：1,000 円	

第 2 期：会員 4,000 円,	学生会員：1,000 円	

当日会員（2 日間）：4,500 円,	 当日学生会員：1,500 円	

当日会員（1 日間）：2,500 円,		当日学生会員：1,000 円	

10．懇親会費			:参加費 3,000 円	

11．宿	 泊：各自手配	

11．第 18 回大会組織委員会：	

女子栄養大学	 実践運動方法学研究室	

	 	 	 〒350−0288	 埼玉県坂戸市千代田 3-9-21	 Tel/Fax.049-284-3472	

		E-mail:kaneko@eiyo.ac.jp	
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